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発
酵
食
品
の
効
果 

み
な
さ
ん
豆
乳
麹
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？ 

私
も 

つ
い
最
近
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
味
噌 

屋
さ
ん
の
奥
さ
ま
か
ら
「
栄
養
価
が
と
て
も
高
い
し

お
肌
に
も
、
健
康
に
も
い
い
よ
～
」
と
教
え
て
も
ら
い
飲
み
始
め
ま

し
た
▼
豆
乳
麹
は
名
前
の
通
り
、
豆
乳
と
米
麹
を
発
酵
さ
せ
て
作
り

ま
す
。
そ
の
奥
様
曰
く
、「
発
酵
食
品
だ
か
ら
腸
内
環
境
も
整
え
て
く

れ
て
、
血
行
が
良
く
な
る
ら
し
い
か
ら
目
元
の
ク
マ
や
く
す
み
に
効

果
あ
り
！
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
も
摂
取
で
き
る
か
ら
美
肌
効
果
も
あ
る
ら

し
い
よ
！
」
と
の
こ
と
▼
ち
ょ
っ
と
し
た
雑
談
の
ひ
と
つ
な
の
で
信

ぴ
ょ
う
性
な
ど
は
置
い
て
お
い
て
、
飲
む
だ
け
で
美
肌
効
果
が
あ
る

と
聞
い
て
気
に
な
ら
な
い
方
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

か
く
言
う
私
も
そ
の
話
の
後
す
ぐ
、
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
で
麹
と
豆
乳

を
購
入
。
正
直
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
な
の
で
、
は
っ
き
り
し
た
効
果

は
実
感
し
て
い
ま
せ
ん
が
吹
き
出
物
は
で
き
に
く
く
な
っ
た
気
も
し

ま
す
。
欲
を
言
え
ば
、
豆
乳
麹
の
効
果
で
旅
先
で
焼
け
て
し
ま
っ
た

肌
が
早
く
元
に
戻
り
ま
す
よ
う
に…

！
と
願
っ
て
、
し
ば
ら
く
は
豆

乳
麹
生
活
継
続
予
定
で
す
▼
さ
て
、
宇
佐
市
民
図
書
館
に
は
発
酵
食

品
に
関
す
る
様
々
な
レ
シ
ピ
本
や
効
果
を
紹
介
し
た
本
が
複
数
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
来
館
し
て
い
た
だ
き
、
一
度
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
紙
の
レ
シ
ピ
本
だ
と
借
り
て
い
る
本
な
の
に
汚

し
て
し
ま
う
の
が
不
安…

と
い
う
方
は
ぜ
ひ
電
子
図
書
館
の
利
用
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ら
拡
大
も
で
き
ま
す
し
、
お
料

理
中
で
も
壁
な
ど
に
立
て
か
け
ら
れ
る
の
で
邪
魔
に
な
ら
な
い
で
す

よ
。
一
度
利
用
し
て
み
て
は
？
？ 

宇佐市民図書館だより 
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●バリアフリー展示実施中！     （２） 

●長野ヒデ子さんの講演会を開催   （３） 

●駅川中３年生が職場体験      （３） 

●ギャラリーのご意見箱から     （４） 

●図書館のミカタ／ヤングコーナー  （４） 

●特集展示・ミニ展示        （５） 

●１１月の図書館カレンダー     （６） 

 

「雲海」芳賀信幸さん（日展会友・染色） 

（現代工芸美術作家協会本会員） 

（大分県美術協会委員） 

（宇佐市美術協会副会長） 
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〈
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ト
ラ
ッ
カ
ー
〉 

  

上
下
・
左
右
の
行
を
隠
す
こ
と
で
、
中
央

の
行
の
文
字
を
読
み
や
す
く
す
る
読
書
補
助

具
の
一
つ
。 

 

縦
・
横
な
ど
、
文
字
の
向
き
に
あ
て
て
読

む
。
視
力
の
衰
え
、
視
覚
障
害
、
デ
ィ
ス
レ

ク
シ
ア
（
読
字
障
害
）
が
あ
る
方
、
読
書
に

集
中
し
づ
ら
い
方 

の
読
書
を
手
助
け 

し
ま
す
。 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
で 

お
渡
し
し
て
お
り 

ま
す
。 

 

お
声
が
け
く
だ 

さ
い
。 

              

       

             

                 

          

                 

                           

バリアフリー・ユニバーサ

ルデザイン関連書も展示 

 

10

月
27

日
か
ら
始
ま
る
読
書
週
間
期
間

中
に
は
、
県
内
の
公
共
図
書
館
で
は
一
斉
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
宇
佐
市
民
図
書
館

で
は
、
県
内
の
展
示
内
容
か
ら
各
館
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
リ
ス
ト
化
し
、
自
館
の
内

容
と
比
べ
て
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。 

 

３７

の
チ
ェ
ッ
ク
内
容
が
あ
り
ま
し
た
が
、

宇
佐
市
民
図
書
館
で
は
10

が
未
実
施
で
し

た
。 

 

２
つ
ほ
ど
、
実
施
し
て
い
る
が
破
損
し
て

い
る
も
の
（
老
眼
鏡
・
拡
大
鏡
）
も
あ
っ
た

の
で
、
修
繕
し
、
新
し
く
出
す
よ
う
に
し
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
、
大
活
字
図
書
、
朗
読
Ｃ
Ｄ

は
、
実
物
を
展
示
し
ま
し
た
。
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 
 

              

こ
ど
も
ス
ペ
ー
ス
だ
よ
り 
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朝
夕
に
寒
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
絵
本
展
示
は
、【
科
学
道
100

冊
ジ
ュ
ニ
ア
】
で
す
。
科
学
者
が
選
ん

だ
、
子
ど
も
に
読
ん
で
ほ
し
い
科
学
の

本
で
す
。 

特
集
展
示
架
は
【
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

10
】
で
す
。
え
ほ
ん
、
よ
み
も
の
、
そ

れ
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

10
の
シ
リ
ー
ズ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

【
お
手
紙
あ
り
が
と
う
】 

  

と
し
ょ
館
の
み
な
さ
ん
へ 

 

ド
ラ
え
も
ん
を
た
く
さ
ん
読
み
た
い
で

す 

 
 

 
 

 
 

図
書
館
か
ら 

 

ド
ラ
え
も
ん
の
本
は
、
今
回
の
ベ
ス

ト
リ
ー
ダ
ー
に
も
入
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
い
ろ
い
ろ
な
本
を
探
し
て
く
だ
さ

い
。
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
聞
い
て
く
だ

さ
い
ね
。 
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絵
本
と
紙
芝
居
は 

「
ご
は
ん
」
で
す 

 

絵
本
・
紙
芝
居
作
家 

 

長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
講
演
会 

10
月
10
日
、
絵
本
・
紙
芝
居
作
家
の

長
野
ヒ
デ
子
先
生
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
高
月
教
育
長
の
挨

拶
の
後
、
長
野
先
生
の
マ
イ
ク
の
音

声
が
出
な
く
な
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り

ま
し
た
が
、
長
野
先
生
の
大
き
な
マ

イ
ク
を
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ン
ガ
ー
で
吊
る

す
と
い
う
知
恵
で
乗
り
切
り
ま
し
た
。

紙
芝
居
や
『
お
か
あ
さ
ん
が
お
か
あ

さ
ん
に
な
っ
た
日
』
や
「
せ
と
う
ち
タ

イ
子
さ
ん
」
な
ど
人
気
絵
本
を
ス
ラ

イ
ド
で
投
影
し
な
が
ら
、
優
し
い
語

り
口
で
創
作
の
裏
話
や
読
み
聞
か
せ

を
し
て
い
た
だ
き
、
聴
衆
は
引
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

感
想
か
ら 

「
職
場
で
講
演
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
た

時
に
、
ず
っ
と
会
い
た
か
っ
た
人
に
会

え
る
と
嬉
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
『
お
か
あ
さ
ん
が
お
か
あ
さ
ん

に
な
っ
た
日
』
か
ら
先
生
を
知
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
」 

「
３
才
と
５
才
の
孫
が
い
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
図
書
館
で
本
を
借
り
て
読

み
聞
か
せ
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
楽

し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」 

中
学
生
職
場
体
験 

 

10
月
26
、
28
日
の
２
日
間
、
駅
川
中

学
校
の
生
徒
３
名
が
図
書
館
へ
職
場
体

験
学
習
の
た
め
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

間
に
１
日
休
み
を
挟
む
変
則
的
な
日

程
で
大
変
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
本

の
排
架
、
資
料
の
装
備
・
修
理
な
ど
様
々

な
仕
事
を
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
ま
し

た
。 み

な
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。 

 

 

 
 

郷
土
ス
ペ
ー
ス
通
信
２
７
９ 

 
 

 

『
大
分
の
も
の
の
ふ
』（
大
分
県
立
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
２
０
２
２
年
）  

２
０
２
１
年
度
実
施
の
「
子
ど
も

学
芸
員
体
験
事
業
」
の
報
告
書
。 

内
容
は
「
青
山
城
の
ひ
み
つ
」（
宇

佐
市
立
佐
田
小
学
校
４
・
５
年
）、

「
角
牟
礼
城
と
八
幡
の
も
の
の
ふ
」

（
玖
珠
町
立
八
幡
小
学
校
６
年
）、

「
さ
ぶ
ろ
う
惟
栄 

お
が
た
の
宝
」

（
豊
後
大
野
市
立
緒
方
中
学
校
２

年
）
の
ほ
か
、「
意
識
調
査
・
講

評
」。
11
月
に
能
楽
堂
（
大
分
市
）
で

合
同
発
表
会
も
あ
っ
た
。 

安
心
院
町
佐
田
の
青
山
城
は
、
佐

田
城
と
も
呼
ば
れ
、
１
３
９
９
年
に

安
心
院
親
景
が
築
城
。
近
年
の
調
査

で
県
内
で
も
有
数
の
山
城
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
明
し
た
。 
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『
介
護
・
看
護
サ
ー
ビ
ス
統
計
デ

ー
タ
集 

２
０
２
３
』 

（
三
冬
社
・
２
０
２
２
年
）  

コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
、
介

護
・
看
護
の
現
場
で
は
、
今
後
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す
る
べ
き
か
、
考
え

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。 

「
高
齢
者
の
地
域
社
会
で
の
暮
ら
し
」

と
い
う
項
目
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

「
健
康
や
体
調
の
管
理
」
を
重
視
す
る
方

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
と
い
う
、
世
論
調
査

報
告
書
の
結
果
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
「
高
齢
者
の
運
動
習
慣
」
の
項

で
は
、
週
一
回
も
運
動
「
な
し
」
と
い
う

方
が
４
割
。
運
動
習
慣
改
善
の
意
思
が

「
な
い
」
方
は
60
代
以
上
の
女
性
で
は

35
％
以
上
。
寒
く
な
る
と
引
き
こ
も
り

が
ち
に
な
り
ま
す
。
体
調
管
理
に
ご
注

意
を
。 

 

ヤ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
レ
ビ
ュ
ー

205 

『大
相
撲
令
嬢
２
Ｚ
』 

著
者 

川
獺 

右
端 

発
行
所 

ア
ー
ス
・
ス
タ
ー
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト 

 

前
作
『
聖
女
に
平
手
打
ち
を
食
ら

っ
た
瞬
間
相
撲
部
だ
っ
た
前
世
を
思

い
出
し
た
悪
役
令
嬢
の
私
は
捨
て
猫

王
子
に
ち
ゃ
ん
こ
を
振
る
舞
い
た
い

は
ぁ
ど
す
こ
い
ど
す
こ
い
』
の
続

編
。 

 
 

突
如
目
覚
め
た
前
世
の
記
憶
『
相

撲
』
で
国
を
救
っ
た
主
人
公
フ
ロ
ー

チ
ェ
。
婚
約
者
と
な
っ
た
皇
太
子
と

共
に
エ
ル
フ
の
国
に
向
か
う
が
当
然

友
好
条
約
を
破
棄
さ
れ
る
。
異
色
の

異
世
界
転
生
物
語
の
第
２
弾
。 

           

          ■渡■綱■記■念■ギ■ャ■ラ■リ■ー■           

2022年 平和資料展 ９月 10 日（土）～11 月 13 日（日） 

   『戦争の記憶をつなぐⅡ』 

   ギャラリーのご意見から 

 

現代の私たち（日本）の平和はここに展示されてい 

る数々の戦争とその時代に戦い、生きた人々の上に 

成り立っていると改めて感じました。 

今回、合同新聞でこの展示を知って来ました。こち 

らにあるパフレットは、大分市ではあまり目にする機 

会がなく、新聞で見なければ知らないままでしたの 

で、宇佐市以外でももっとアピールする場所がある 

とよいと感じました。また、このような展示があれば 

足を運びたいです。     （大分市・30代の女性） 
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『
』 

 
 

ご
寄
贈
（
10
月
分
・敬
称
略
） 

松
田
順
子
、
益
城
町
教
育
委
員
会
、
東

京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
文
化
振
興

部
、
国
土
地
理
院
、
エ
ム
・
オ
ー
・
オ
ー

フ
ィ
ス
、
学
研
プ
ラ
ス
、
大
分
気
象
台
、

家
の
光
協
会
、
国
土
交
通
省
、
全
国
被
害

者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
八
面
山
峰
入

り
実
行
委
員
会
・
尾
山
直
樹
、
日
本
文
化

興
隆
財
団
、
戎
光
祥
社
、
九
州
文
学
同
人

会
、
大
蔦
勝
威 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

特
集
展
示 

11
月
ヤ
ン
グ
特
集 

 

「
外
国
語
の
本
に
挑
戦
」 

11
月
安
心
院
分
館
特
集
展
示 

 

「
１
１
（
ワ
ン
ワ
ン
）
２
２
（
ニ
ャ
ー

ニ
ャ
ー
）
ペ
ッ
ト
に
感
謝
」 

11
月
院
内
分
館
特
集
展
示 

 

「
胃
袋
も
温
か
く
し
よ
う
」（
館
内
） 

 

「
冬
は
そ
こ
ま
で
」（
Ｂ
Ｍ
夢
号
） 

本
館
10
月
の
特
集
展
示
（
過
去
分
） 

「
追
悼 

佐
野
眞
一
氏
」「
追
悼 

ア
ン

ト
ニ
オ
猪
木
氏
」「
追
悼 

山
脇
百
合
子

氏
」「
心
臓
の
話
」 

 

１1 月のミニ展示 ※は先月と同じです 

 

【通路側】 

Ｅｘｃｅｌ、Ｗｏｒｄを使いこなそう！ 

頭ではわかっていても…なんでだろう！？※ 

温泉旅行であたたまろう 

労働について考えよう※ 

大切な家族を感染症から守る 

お魚たべたい！！※ 

接客力を上げる！！ 

伝統工芸にふれる※ 

ビジネスに役立つ？！会話術※ 

妖怪・モノノ怪が出る時代小説 

読んでキュンととする※ 

映画になった小説～ミステリー編～ 

秋の夜長に長編小説を読もう※ 

フリー①からだを温めよう（冬は鍋がいいね） 

フリー②ノーベル賞受賞作家の本を読もう※ 

 

【窓側】 

オシャレに飾ろう、手帳やノート 

親鸞聖人とお取り超し※ 

「忠臣蔵」を知る 

山に登ろう！※ 

“もしも”に備える 

子育てあれこれ※ 

人権について学ぼう 

進化を感じる※ 

岩石・鉱物について※ 

風流ですね。俳句の本 

お酒が呑みたくなる小説※ 

短編つまみぐい 

おいしい文藝※ 

作家の蘊蓄に耳を傾けると 

視聴覚：オペラを聴こう！※ 

ギャラリーのご意見から 

（４ページからのつづき） 

■こうした展示を定期的に行ってほしい。興味

が湧く展示だった。（豊後大野市・30代男性） 

■自分の家の近くにある塔が戦争に関係のあ

るものだと知って驚いた。（宇佐市・高校生） 

■多くの命が失われて残念無念。戦争は不幸の

みです。（宇佐市・60代の男性） 

■九七艦攻の取得とハンガー図面の作成、その

公開の動きはとてもすばらしいと思います。 

これからも続報を楽しみにしています。（別府

市・20代の男性） 

■「平和ミュージアム」を早期に建設し「平和の

大切さ」を戦争を知らない人々に伝承しなけれ

ばならないと思います。そうしないと戦争の悲

惨さは忘れられます。（宇佐市・70代以上） 
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休　館　日  　

休　館　日（月末図書整理日・毎月最終木曜日）

おはなし会「おはなしあのね」　11：00～11：30

おはなし会「もういいかい」　11：00～11：30　

おはなし会「図書館職員」　11：00～11：30

ほんの森号　①長峰小　②天津小　③小峰団地

ほんの森号　①北馬城小　②宇佐小　③渚団地　

ほんの森号　①西馬城小　②高家小

ほんの森号　①横山小　②糸口小　③四日市コミュニティー

ほんの森号　①封戸小　②和間小　③長洲公民館

ほんの森号　①八幡小　②豊川小　③貴船団地　　

ほんの森号　②長洲小

ほんの夢号　①南院内小　②院内中部小　　

ほんの夢号　①深見小　②津房小

ほんの夢号　①佐田小　②院内北部小

ほんの夢号　②安心院小

絵便り教室　13：30～16：00

近世文書を読む会　14：00～15：30

中世文書を読む会　14：00～15：30

続・横光利一を読む会　　14：00～16：00

続々・宇佐おもしろ歴史ピクニック　　14：00～15：30

大井憲太郎とその時代 14：00～15：30

特別講座「広瀬井路」編 14：00～15：30

開館時間　１時間延長（１９時まで開館）

お は な し 会

11月の宇佐市民図書館本館

ほんの森号の時間帯　①10:20～11:00　②13:00～13:40　③15:20～16:00

ほんの夢号の時間帯　①10:20～11:00　②13:00～13:40

19日（土）「おはなしあのね」　11：00～11：30

26日（土）「図書館職員」　　　11：00～11：30

～

交換殺人を持ちかけられた男の恐怖を描くサイコスリラー映画 101分

11月19日(土) 13:00～15:30

27日 （日） 「見知らぬ乗客」

＊１階・視聴覚ホールでＤＶＤなどを上映します

＊参加は自由です（無料）

＊いずれも上映は14:00からです

◆こども向け（アニメなど）

5日 （土） 「手話で楽しむ絵本」

続 ・ 横 光 利 一 を 読 む 会

44分

9月10日(土) 11月13日(日)

＊２階・研修室で開催しています

＊参加は自由です（無料）。

古 文 書 を 読 む 会

14：00～15：30

但し、特別講座に関してはHPにて申請が必要。

118分

渡綱ギャラリー展示
戦争の記憶をつなぐ２

14：00～15：30

続々・宇佐おもしろ歴史ピクニック

特別講座「平田井路」編
11月5日(土) 14:00～15:30

　近世文書

　中世文書

11月8日

11月22日

講　座　案　内

3日 （木） 「プロフェッショナル仕事の流儀　漫画家井上雄彦の仕事」

57分

「知られざる恐竜王国ニッポン」

89分

53分

「旅愁」を読む　　　269

11月26日(土) 14:00～16:00

上　　映　　会　

12日 （土）

「長ぐつをはいたねこ」

35分

巨匠市川崑と石原裕次郎が描く、冒険と感動の物語

20日 （日） 「太平洋ひとりぼっち」

6日 （日） 「舟を編む」

133分

13日 （日） 「黄昏」

主演ローレンス・オリヴィエの名演技で大人の恋を切なく描く

97分

◆一般向け（映画など）

子どもたちの未来のため最後まで創作に向かおうとする姿に密着

スラムダンクの作者に完全密着したドキュメンタリー

絵本を新しい感覚で味わう！「ノンタンがんばるもん」他２作

日本の恐竜世界を高画質CGで紹介！

長ぐつをはいた不思議なねこが活躍する物語

辞書を編集する人たちの感動映画。主演：松田龍平　宮﨑あおい

23日 （水） 「プロフェッショナル仕事の流儀　絵本作家かこさとしの仕事」

「ぴったんこ！ねこざかな③」
ねこざかなが南の島を舞台に仲間たちと楽しく、ときにスリリングな日常物語 33分

19日 （土）

26日 （土）

月の宇佐市民図書館スケジュール

1 火

2 水

3 木 上映会「プロフェッショナル仕事の流儀　漫画家井上雄彦の仕事」 14:00～14:57

4 金

5 土 上映会「手話で楽しむ絵本」 14:00～14:53

特別講座「広瀬井路と平田井路」平田井路編　14:00～15:30

6 日 上映会「舟を編む」 14:00～16:13

7 月 休 館 日

8 火 ほんの森号　①横山小　②糸口小　③四日市コミュニティー

ほんの夢号　①佐田小　②院内北部小

近世文書を読む会　14：00～15：30

9 水 ほんの森号　①封戸　　②和間　　③長洲公民館

10 木 ほんの森号　①八幡小　②豊川小　③貴船団地

ほんの夢号　②安心院小

11 金 ほんの森号　②長洲小

12 土 上映会「ぴったんこ！ねこざかな③」 14:00～14:33

13 日 上映会「黄昏」 14:00～15:58

14 月 休 館 日

15 火 ほんの森号　①長峰小　②天津小　③小峰団地

ほんの夢号　①南院内小　②院内中部小

16 水 ほんの森号　①北馬城小　②宇佐小　③渚団地

17 木 ほんの森号　①西馬城小　②高家小

ほんの夢号　①深見小　②津房小

18 金

19 土 上映会「知られざる恐竜王国ニッポン」 14:00～15:29

続々・宇佐おもしろ歴史ピクニック　14:00～15:30

おはなし会「おはなしあのね」　11：00～11：30

20 日 上映会「太平洋ひとりぼっち」 14:00～15:37

21 月 休 館 日

22 火 中世文書を読む会　14：00～15：30

23 水 上映会「プロフェッショナル仕事の流儀　絵本作家かこさとしの仕事」 14:00～14:44

24 木

25 金

26 土 上映会「長ぐつをはいたねこ」 14:00～14:35

続・横光利一を読む会　 14:00～16:00

おはなし会「図書館職員」　11：00～11：30

27 日 上映会「見知らぬ乗客」 14:00～15:41

28 月 休 館 日

29 火 蔵書点検のため閉館（12/3まで）

30 水 蔵書点検のため閉館（12/3まで）
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